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長
議
員 

国
の
委
託
を
受
け
た
小
・

中
・
高
校
「
が
ん
教
育
推
進
事
業
」
を

今
後
ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か
。

Ａ　

実
践
校
で
の
３
年
間
の
取
り
組
み

で
、
特
別
活
動
等
に
お
け
る
指
導
モ
デ

ル
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
れ
を
事
例
集

と
し
て
県
域
の
学
校
に
普
及
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
児
童
生
徒
は
自
ら
の
健
康

行
動
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。
今
後

は
教
員
の
指
導
力
向
上
に
努
め
、
国
や

県
が
作
成
し
た
実
践
事
例
集
等
の
活
用

や
外
部
講
師
の
有
効
活
用
等
、
実
効
性

の
あ
る
が
ん
教
育
を
進
め
て
い
く
。

平
井
議
員 

長
期
未
着
手
の
都
市
計

画
道
路
の
見
直
し
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

Ａ　

県
は
平
成
27
年
度
に
県
都
市
計
画

基
本
方
針
を
改
定
。
そ
の
路
線
が
中
心

市
街
地
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
に
寄

与
す
る
か
と
い
っ
た
指
標
や
実
現
可
能

性
に
関
す
る
指
標
を
よ
り
重
視
し
て
見

直
す
予
定
で
あ
る
。
来
年
度
に
各
路
線

の
カ
ル
テ
を
作
成
し
、
平
成
31
～
32
年

度
に
か
け
て
路
線
の
個
別
評
価
、
広
域

的
な
道
路
網
と
し
て
の
評
価
を
行
い
、

見
直
し
候
補
路
線
を
抽
出
。
そ
の
後
、

地
域
の
合
意
形
成
と
関
係
機
関
と
の
協

議
を
行
い
、
順
次
、
都
市
計
画
の
変
更

手
続
き
を
進
め
て
い
く
。

野
原
議
員 
博
多
湾
で
４
月
24
日
、

貨
物
船
火
災
が
発
生
し
沈
没
し
油
が
流

出
し
た
。
今
後
、
船
舶
事
故
の
対
策
を

ど
う
し
て
い
く
の
か
。

Ａ　

今
回
の
油
流
出
事
故
を
今
後
の
参

考
と
す
る
た
め
福
岡
市
消
防
局
を
含
め

た
関
係
機
関
と
意
見
交
換
を
行
う
。
そ

の
結
果
は
海
に
面
し
た
他
の
自
治
体
に

も
情
報
提
供
し
、
関
係
防
災
機
関
と
の

連
携
の
一
層
の
強
化
に
役
立
て
て
い
き

た
い
。
本
県
は
今
年
「
第
37
回
全
国
豊

か
な
海
づ
く
り
大
会
」
を
開
催
す
る
。

今
回
の
事
故
も
踏
ま
え
、
実
り
多
い
大

会
と
な
る
よ
う
関
係
市
町
村
と
し
っ
か

り
連
携
し
、
対
応
し
て
い
く
。

桐
明
議
員 

平
成
30
年
度
に
開
催
が

決
定
し
た「
伝
統
的
工
芸
品
全
国
大
会
」

へ
の
県
の
振
興
・
支
援
に
つ
い
て
。

Ａ　

平
成
30
年
は
博
多
織
伝
来
か
ら
数

え
て
７
７
７
年
、久
留
米
絣
（
か
す
り
）

の
考
案
者
、
井
上
伝
氏
の
没
後
１
５
０

年
な
ど
重
要
な
節
目
の
年
。
主
会
場
は

マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
。
各
産
地
に
サ
テ

ラ
イ
ト
会
場
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

産
地
及
び
産
地
周
辺
の
市
町
村
、
観
光

協
会
と
も
連
携
し
、
産
地
を
巡
る
体
験

ツ
ア
ー
を
企
画
実
施
す
る
な
ど
、
県
を

挙
げ
て
お
も
て
な
し
を
行
い
、
本
県
の

伝
統
的
工
芸
品
産
業
及
び
観
光
の
さ
ら

な
る
振
興
に
つ
な
げ
た
い
。

板
橋
議
員 

柳
川
藩
祖
の
立
花
宗
茂

公
と
妻
・
誾
千
代(

ぎ
ん
ち
よ)

姫
を

主
人
公
と
し
て
、
柳
川
市
が
２
０
２
０

年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
招
致
に
手
を

挙
げ
て
い
る
中
、
招
致
の
機
運
を
盛
り

上
げ
る
た
め
、
宗
茂
・
誾
千
代
を
軸
と

し
た
歴
史
観
光
事
業
を
行
っ
た
ら
ど
う

か
。

Ａ　

誘
致
の
機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
く

た
め
、
宗
茂
公
ゆ
か
り
の
自
治
体
や
観

光
協
会
と
連
携
し
、
史
跡
の
魅
力
や
価

値
を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
。そ
の
上
で
、

県
の
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
情
報

発
信
し
、
テ
ー
マ
性
の
あ
る
魅
力
的
な

ル
ー
ト
を
作
っ
て
旅
行
会
社
に
提
案
し

て
い
き
た
い
。

大
田
議
員 

地
方
創
生
に
向
け
た
国

の
総
合
戦
略
は
改
定
を
重
ね
て
い
る
。

県
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
検
証
で
臨
機
応

変
に
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

Ａ　

県
の
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
施
策

は
、
い
わ
ゆ
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評

価
指
標
）
の
進
捗
状
況
を
基
に
検
証
。

昨
年
度
は
「
正
規
雇
用
の
促
進
」「
子

育
て
支
援
」
な
ど
で
施
策
の
強
化
が
必

要
で
あ
る
と
の
結
果
が
出
て
い
る
。
今

後
と
も
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
基
づ
く
検
証
、「
県

民
意
識
調
査
」
で
の
県
民
ニ
ー
ズ
の
変

化
、
国
の
新
た
な
施
策
に
迅
速
か
つ
的

確
に
対
応
し
て
実
効
性
あ
る
施
策
へ
見

直
し
を
図
っ
て
い
く
。

岳
議
員 

特
別
支
援
教
育
の
業
務
は
、

本
県
で
も
今
後
、
質
・
量
と
も
に
増
加

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
充
実
し
た

推
進
体
制
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。

Ａ　

近
年
の
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る

法
令
整
備
や
こ
れ
に
伴
う
ニ
ー
ズ
の
増

大
に
鑑
み
、
そ
の
充
実
は
教
育
行
政
上

の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
本
年
３
月
策

定
の
「
県
行
政
改
革
大
綱
」
で
は
的
確

に
対
応
で
き
る
よ
う
「
本
庁
組
織
の
機

能
強
化
」
が
具
体
的
改
革
事
項
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。県
教
育
委
員
会
は
、

本
庁
組
織
の
見
直
し
の
検
討
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

松
尾
議
員 

４
月
の
新
聞
記
事
で「
筑

紫
野
市
の
サ
ー
キ
ッ
ト
場
が
開
発
許
可

を
得
な
い
ま
ま
、
約
40
年
間
も
営
業
」、

６
月
に
は
「
他
に
も
無
許
可
倉
庫
な
ど

が
21
件
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
県
は
ど

の
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
る
の
か
問

う
。

Ａ　

秩
序
あ
る
土
地
利
用
へ
の
阻
害
な

ど
、
重
大
な
違
反
事
案
で
、
合
理
的
な

理
由
が
な
く
是
正
指
導
に
従
わ
な
い
開

発
者
等
に
対
し
て
は
、
都
市
計
画
法
に

基
づ
く
是
正
命
令
を
行
う
こ
と
と
し
、

是
正
命
令
に
至
ら
な
い
事
案
で
も
早
期

に
是
正
が
図
ら
れ
る
よ
う
粘
り
強
く
指

導
を
続
け
て
い
る
。

浦
議
員 

福
岡
県
と
福
岡
市
の
共
同

開
催
と
な
っ
た
２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
大
会
・
福
岡
開

催
に
つ
い
て
。

Ａ　

県
全
体
が
ラ
グ
ビ
ー
で
盛
り
上
が

り
、
大
会
の
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）
と
し

て
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
等
を
大
会
成
功
の
姿
と
し
て
描
い
て

い
る
。
福
岡
市
と
し
っ
か
り
と
協
議
を

重
ね
、
福
岡
市
長
と
も
直
接
意
見
交
換

し
、
共
通
認
識
を
持
っ
た
上
で
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
福

岡
市
長
と
協
議
す
る
な
ど
関
係
者
と
一

層
緊
密
に
連
携
し
、
し
っ
か
り
と
ス
ク

ラ
ム
を
組
ん
で
い
く
。

阿
部
議
員 

県
消
防
学
校
跡
地
は
平

坦
で
、
３
万
７
千
平
方
㍍
を
超
え
る
貴

重
な
土
地
。
魅
力
あ
ふ
れ
た
風
景
も
あ

る
。
地
元
の
た
め
に
活
用
し
て
ほ
し
い

と
の
声
も
多
い
。
知
事
の
考
え
は
。

Ａ　

福
津
市
に
あ
っ
た
消
防
学
校
は
43

年
の
長
き
に
わ
た
り
、
消
防
職
員
及
び

消
防
団
の
資
質
の
向
上
は
も
と
よ
り
、

地
域
の
活
性
化
に
も
大
き
く
貢
献
し
て

き
た
。
施
設
跡
地
は
、
ま
ず
県
に
よ
る

利
用
を
検
討
。
利
用
が
見
込
ま
れ
な
い

場
合
は
、
公
用
ま
た
は
公
共
目
的
の
利

用
を
優
先
的
に
考
え
、
地
元
市
町
村
の

利
用
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
き
た

い
。神

﨑
議
員 

乳
幼
児
保
育
・
教
育
の

独
自
政
策
及
び
教
育
の
無
償
化
に
関
す

る
憲
法
改
正
に
つ
い
て
。

Ａ　

私
立
幼
稚
園
の
運
営
費
助
成
は
県

単
独
で
補
助
額
を
上
積
み
し
、
待
機
児

童
解
消
で
は
独
自
に
産
休
代
替
職
員
雇

い
上
げ
費
用
を
助
成
し
て
い
る
。
義
務

教
育
の
無
償
を
憲
法
に
規
定
し
て
い
る

意
義
は
、
全
国
民
に
対
し
て
教
育
を
受

け
る
機
会
均
等
の
権
利
を
保
障
す
る
た

め
。
幼
稚
園
・
保
育
所
の
無
償
化
を
憲

法
で
規
定
す
る
か
法
律
で
対
処
し
て
い

く
の
か
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
も
大
い

に
考
え
て
頂
き
、
そ
れ
を
踏
ま
え
国
会

で
議
論
し
て
頂
く
事
柄
だ
と
考
え
る
。

椛
島
議
員 

２
０
２
０
年
は
柳
川
の

初
代
藩
主
、
立
花
宗
茂
公
の
復
活
か
ら

４
０
０
年
目
に
当
た
る
節
目
の
年
。
柳

川
市
は
「
宗
茂
と
妻
・
誾
千
代
」
を
題

材
と
す
る
大
河
ド
ラ
マ
の
招
致
委
員
会

を
結
成
し
た
。
県
の
支
援
、
協
力
に
つ

い
て
問
う
。

Ａ　
「
立
花
宗
茂
」
と
妻
「
誾
千
代
」

は
柳
川
市
を
は
じ
め
県
内
に
ゆ
か
り
の

地
も
数
多
く
、
放
映
さ
れ
る
と
観
光
客

の
増
加
に
よ
る
各
地
域
へ
の
経
済
効
果

や
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
へ
の

愛
着
が
増
す
効
果
も
期
待
で
き
る
。
県

も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
の
働
き
掛
け
な
ど
誘
致
活

動
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

江
口
議
員 

中
小
企
業
の
海
外
展
開

に
対
す
る
県
の
支
援
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す

べ
き
で
あ
る
。

Ａ　

県
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
県
及

び
福
岡
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
活
用
し
て
広
く
周
知
を
図
り
、
商
工

会
議
所
等
の
経
営
指
導
員
を
通
じ
て
も

紹
介
し
て
い
る
。
福
岡
Ａ
Ｂ
Ｃ
へ
の
相

談
企
業
が
福
岡
地
域
に
偏
っ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
他
地
域
で
セ
ミ
ナ
ー

や
出
張
相
談
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
今

後
と
も
各
地
域
の
商
工
会
議
所
等
と
連

携
を
取
り
、
県
内
全
域
で
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

高
瀬
議
員 

文
科
省
の
教
員
勤
務
実

態
調
査
で
は
「
過
労
死
ラ
イ
ン
」
に
達

す
る
週
20
時
間
以
上
残
業
し
た
教
諭

が
、
中
学
校
で
６
割
に
達
す
る
な
ど
深

刻
な
実
態
。
教
員
不
足
の
深
刻
な
本
県

で
は
全
国
平
均
を
上
回
る
と
推
測
さ
れ

る
が
教
育
長
の
認
識
と
教
員
不
足
の
解

消
、
勤
務
時
間
の
正
確
な
把
握
と
多
忙

化
解
消
に
向
け
て
の
見
解
は
。

Ａ　

学
校
に
求
め
ら
れ
る
役
割
が
拡

大
、
超
過
勤
務
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

来
年
度
の
採
用
を
８
５
０
人
に
増
や

し
、
適
切
な
勤
務
時
間
管
理
の
方
法
を

検
討
、
業
務
の
効
率
化
な
ど
の
業
務
改

善
を
行
う
。

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。
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